














はじめに 

高カロリー輸液(以下 TPN)は今や,消化器疾患を有する患者には普遍的な治療手段である。

一方,消化管奇形を有する新生児や呼吸障害を伴う未熟児で経口摂取が不可能あるいは不

十分な児においてもTPN の導入が強く望まれている。しかし現在入手できる TPN用アミノ

酸液を未熟児新生児の TPN に用いた場合,血中アミノグラムの異常をひきおこすことが指

摘されており,これが発達途上にある新生児に脳障害をおこす可能性があり安全に投与で

きる未熟児新生児用のアミノ酸液の開発が望まれている。 


